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国土交通省 近畿運輸局 

 

 

 

令和６年９月１７日 

国土交通における優良なバリアフリーの取組を表彰 
 

～ 令和６年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰 ～ 

 

近畿運輸局は、当局管内に所在し、バリアフリー化の推進に多大な貢献が認められ

た団体等に対して、「バリアフリー化推進功労者表彰」を実施しています。 

 下記のとおり、受賞が決定しましたのでお知らせします。 

＜表彰式＞  日時  ： 令和６年９月２４日（火） １１時から 

        場所  ： 大阪合同庁舎第４号館 １３階 大会議室 
 

記 
 

【優秀賞】                            《主な受賞理由》 

大和郡山市 

地域協働の「郡山城天守台登城サポート」等

によるバリアフリー化の取組 

【奨励賞】（連名受賞）                《主な受賞理由》 

株式会社サポートどれみ 

一般社団法人京都バリアフリーツアーセンター 

京都におけるユニバーサルツーリズム推進と

「心のバリアフリー」の普及推進の取組 

特に秀でた取り組みを優秀賞としています。内容は別紙を参照ください。 

取材申し込み方法等は、別紙１をご覧ください。 

 

配布先：青灯クラブ、近畿電鉄記者クラブ、 

京都府政記者クラブ、奈良県政・経済記者クラブ 

  

【問い合わせ先】 

近畿運輸局 交通政策部 バリアフリー推進課 

（担当）上浦・西村 （電話）06-6949-6431 



市立中学校一年生606名を対象
にしたバリアフリー教室を、障害
当事者とともに実施

障害者団体からの意見や要望を実現
①ストレッチャー対応エレベーターを設置
②自動火災報知器連動の フラッシュライトを庁舎内
すべてのトイレに設置
③車椅子対応の屋根付き駐車場を設置

受賞者の取り組み

大和郡山市は交通のバリアフリー化の他、共生社会ホストタウン登録を契機にハード・ソフ
ト両面の多様なバリアフリー化の取り組みを進めてきた。特に「郡山城天守台登城サポート」
は、歴史的建造物のバリアフリー化には様々な困難な問題が存在する中、大和郡山市、障害当
事者、ボランティア団体、教育機関等の協働による人的サポートと仮設スロープの設置によっ
てバリアを乗り越えて天守台に登城する体験を参加者が共有する取り組みであり、高く評価で
きる。また、新庁舎建設にあたり、障害当事者の意見や要望を積極的に取り入れ、バリアフ
リー設備を設置したことも評価したい。

今後も障害当事者と地域が一体となったインクルーシブな取り組みの継続とバリアフリー化
のスパイラルアップに期待したい。

大和郡山市は奈良盆地に位置し、旧市街地部分は郡山城跡を中心に城下町の趣を残し、郊外は田
畑や丘陵地など自然豊かで、市の東西に大型商業施設、南部は工業団地があり、バランスの取れた
住みよいまちづくりに取り組んでいる。また、市内には近鉄・JRの７つの鉄道駅と高速道路、国道など
の交通インフラが位置することから、早くからバリアフリー化にも取り組んでいる。
令和元年の共生社会ホストタウン登録を契機に、パラリンピアンとの交流や３カ国語でのバリアフ
リー観光マップの作成、バリアフリー教室の開催の他、令和４年には障害当事者の意見を取り入れて
新庁舎を建設するなど、ハード・ソフト両面からバリアフリー化に取り組んでいる。
「郡山城天守台登城サポート」は、文化財保護の観点から段差解消が難しい郡山城跡にオーダーメ
イドの仮設スロープを設置して車椅子利用者のサポートを行う事業であり、令和５年３月から３回実施
している。地域の多様な団体がサポーターとして協働しており、車椅子利用者とご家族に天守台から
の眺めや史跡散策を楽しんでいただくと同時に、学生ボランティア等にとっても参加者との交流などを
通して理解を育む機会となっている。

令和６年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰

講 評

郡山城天守台登城サポート

バリアフリー教室

地域協働の「郡山城天守台登城サポート」等
によるバリアフリー化の取組

日本語版、英語版、中国語版を作成

新庁舎建設

協働団体：柳澤神社、公益財団法人郡山城史跡・柳沢文
庫保存会、特定非営利活動法人サポートセンターはあと、
天理大学、奈良工業高等専門学校、大和郡山市観光ボラ
ンティアガイドクラブ、大和郡山歴史同好会

優秀賞

バリアフリー観光マップ



講 評

受賞者の取り組み

「さぽたび」は、誰もが楽しめる京都の旅を実現する事業である。旅のコーディネートを一手
に担い、多様なニーズやお困り事を施設等に伝達・調整しており、高く評価できる。また就労
支援Ｂ型作業所が運営するバリアフリーカフェでは、「さぽたび」受け入れによる相互活用は
もとより、一般のカフェ利用者に対する心のバリアフリー啓発にも寄与する取り組みとして評
価できる。さらに多面的なアプローチとして、一般社団法人京都バリアフリーツアーセンター
を設立して、ツーリズム調査事業、啓発事業などを展開している。

両法人のユニバーサルツーリズムへの多面的な取り組みによる京都の観光振興への寄与はも
とより、障害者の就労支援や心のバリアフリーなど、視野の広いインクルーシブな着眼点も素
晴らしく、今後の事業展開と更なる相乗効果に期待したい。

令和６年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰

株式会社サポートどれみは、「障害者や高齢者にも京都の観光旅行を楽しんで欲しい」、「障害者や
高齢者に想い出の旅を」という願いのもと、障害のある方や車椅子ユーザー、ベビーカー利用者など
にも対応した旅行プランを企画する「さぽたび」の事業を展開している。
加えて、令和５年１２月には、「誰も置き去りにしない社会」をテーマに、就労支援Ｂ型作業所に併設
した全席車椅子のバリアフリーカフェ「SPRING」を京都市伏見区に開業するなど、心のバリアフリーの
普及にも取り組んでいる。「さぽたび」と連携して車椅子グループの受け入れや嚥下食等のニーズに
も対応している。
また、令和３年８月にはユニバーサルツーリズム普及に向けて、一般社団法人京都バリアフリーツ
アーセンターを設立し、令和３年９月には京都府下の観光案内所としては第１号となる「観光施設にお
ける心のバリアフリー認定」を取得した他、施設のバリアフリー点検といった調査事業の実施や、ユニ
バーサルツーリズム推進フォーラムの開催にも取り組んでいる。

奨励賞
（連名受賞）

京都におけるユニバーサルツーリズムと
心のバリアフリーの普及推進の取組

「さぽたび」事業 普及事業

バリアフリーカフェ事業

団体ツアー

ヘリコプター遊覧

車椅子着物体験

バリアフリー施設情報

写真や詳細な説明書きを用いて
障害当事者にとって有益な情報を発信

京都観光の間口を広げ、京都
の観光振興に貢献

就労支援B型作業所に併設した
全席車椅子のバリアフリーカフェ
（車椅子の乗車体験も）



別紙１ 

 

「令和 6 年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰式」 

取材申し込みについて 

 

取材をご希望の方は、９月１９日（木）12:00 までに申し込みをお願いいたします。 

「令和６年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰式」の取材申し込み 

 〈メールアドレス〉 kkt-barrier-free@ki.mlit.go.jp 

  〈FAX〉 ０６－６９４９－６１６９ （別紙２をご使用ください。） 

 

取材申し込みメールには下記事項をご記入願います。 

①  氏名 （ふりがな） 

②  所属 （会社名または団体名） 

③  住所 （郵便番号も記載） 

④  連絡先 （ＴＥＬ） 

⑤  連絡先 （メールアドレス） 

 

メールで申し込みの場合、受付した旨を返信いたします。 

FAX で申し込みの場合、受信確認のため、お電話をお願いいたします。 

なお、表彰式前日午前中までに返信等がない場合は、 

バリアフリー推進課（ＴＥＬ：０６－６９４９－６４３１）までお問い合わせください。 

 

【お願い】 

・ 取材にあたっては、必ず会社名の記載された「腕章等」をご着用ください。 

・ 取材は最低限の人数でお願いします。 

・ 咳などの風邪症状、発熱等、体調不良のある方は参加をご遠慮ください。 

 

 

 

  



別紙２ 

 

「令和６年度近畿運輸局バリアフリー化推進功労者表彰式」 

取材申込書（FAX） 

 

返信先 ： 近畿運輸局 交通政策部 バリアフリー推進課 あて 

ＦＡＸ番号：０６－６９４９－６１６９ 

 

 
ふ  り  が  な 

氏     名 

 

 

所属 

（会社名または団体名） 

 

 
郵便番号 

住所 

〒     － 

 

連絡先（ＴＥＬ）  

連絡先（メールアドレス）  

 

※ 送り状は不要ですので、本紙のみをそのままＦＡＸして下さい。なお、お手数ではございま

すが、ＦＡＸ送信後、受信確認のため、下記の【受信確認先】までご連絡ください。 

 

【受信確認先】 

近畿運輸局 交通政策部 バリアフリー推進課  ＴＥＬ：０６－６９４９－６４３１ 

 


